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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-93 高等学校 公民科 倫理  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 倫理 314 改訂版 倫理 

 

１．編修の基本方針 

（1）教育基本法や学習指導要領における目標が達成されるよう，学習指導要領の内容や，

その取扱いに示された事項に準じて編修した。 

（2）自己や他者に対する関心を深めて学習意欲を高め，先哲の基本的な考え方を手掛かり

として，現代の倫理的課題に取り組めるようになることに留意して編修した。 

（3）現代に生きる自己と現代の倫理的諸課題，さらに先哲の考え方に関する基本的な学習

をとおして，人間としての在り方生き方についてみずから考える力を養えるようにし，

また社会に対して主体的に寄与しようとする態度を育成できるように配慮した。 

（4）本文の記述にあたっては，学習内容を正確に理解できるよう，できるかぎり平易に，

かつ簡潔になるよう配慮した。 

２．対照表 

 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  
 

第1編 現代に生きる 
自己の課題 

青年期の持つ意義や自己形成の課題につ
いて考えさせるとともに，将来の職業と
生活を視野に入れながら青年としての生
き方について自覚させるように展開した
（第 2 号）。 

5～20 

ページ 

第2編 人間としての自覚 

世界三大宗教を含む西洋と東洋の源流思
想を紹介し，そこでの思索が現代の知識
・教養や真理を求める態度にもつながっ
ていることを気付かせるよう配慮した
（第 1 号）。 

21～70 

ページ 

第3編 現代に生きる 
人間の倫理 

自然・人間・理性・個人・民主社会など
にかかわる西洋近現代思想を中心に紹介
し，倫理的な見方や考え方を身につける
ことができるよう配慮した（第 2 号）。 

71～134 

ページ 

第4編 国際社会に生きる 
日本人としての自覚 

日本の風土や伝統思想，さらには先人の
思索を紹介し，生徒自身の価値観や生き
方に与えている影響について気付かせる
よう配慮した。（第5号）。 

135～188 

ページ 

第5編 現代の諸課題と倫理 
第1節 生命倫理 

（バイオエシックス）

生命科学やバイオテクノロジーの発展に
ともない提起されてきたさまざまな問題
について，多様な角度から考察できるよ
うな構成にした（第 4 号）。 

190～195 

ページ 
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第5編 現代の諸課題と倫理 
第2節 現代の環境問題 

自然の生態系が持つ特徴や人類の活動が
自然に与える影響を知り，地球規模で環
境保全に取り組んでいかなければならな
いことを気付かせるような構成にした
（第 4 号）。 

196～201 

ページ 

第5編 現代の諸課題と倫理 
第3節 家族と地域社会 
第4節 情報社会の功罪 

家族や地域社会など，生徒に身近な題材
を通して，それぞれの構成員の役割や公
共性の意義に気付かせるよう配慮した。
また，情報社会における他者とのかかわ
りについても考察できるような構成にし
た（第 3 号）。 

202～211 

ページ 

第5編 現代の諸課題と倫理 
第5節 さまざまな文化・ 

宗教への理解 
第6節 国際平和と 

人類の福祉 

自国の伝統・文化を尊重することが，自
民族中心主義に陥ることのないように注
意を喚起し，他国や異文化の尊重を国際
平和へと結び付けられるよう配慮した。
（第 5 号）。 

212～220 

ページ 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

（1）この科目の導入である第 1 編では，青年期の意義や課題を学べるようにするととも

に，編末のコラムにおいて，先哲の基本的な考え方を紹介する第 2 編～第 4 編，さらに

は，現代の倫理的諸課題を考察する第 5 編へのつながりを示唆するような記述を心掛け

た。 
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（2）第 2 編～第 4 編においては，世界三大宗教を含む源流思想から西洋近現代思想，さら

には日本思想を取り上げ，様々な先哲の哲学・思想，倫理観・道徳観を紹介した。 
1. 第 2 編においては，現代の哲学的な考え方，宗教的な考え方の源流となる思想を紹

介し，人間としてのあり方生き方についての自覚を育てられるようにした。 
2. 第 3 編においては，現代の民主的な国家・社会の形成へと直接つながる思想を中心

に紹介し，公民としての資質を養えるようにした。 
3. 第 4 編においては，国際社会に生きる現代の日本人に受け継がれてきた伝統や文

化，また，代表的な日本の先哲の思想を紹介し，我が国と郷土を愛する心を育てら

れるようにした。また，編末では図解を用いて，現代日本の思想・文化が様々な外

来思想を受容しながら形成されてきたことに気付かせ，他国や異文化を尊重する態

度を養えるように工夫した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

←第2編  

←第3編  

↓第4編  
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（3）第 5 編においては，生命・環境など現代の倫理的諸課題を紹介するとともに，各節末

にはそれぞれの課題についての「論点」を提示して，第 4 編までに学んだ先哲の基本的

な考え方を活用しながら現代の社会について主体的に考察できるように配慮した。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-93 高等学校 公民科 倫理  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 倫理 314 改訂版 倫理 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

（1）学習指導要領にあげられた項目に基づき，本文の内容を編・章・節に分けた。節内に

は小見出しをつけて，学習内容がはっきりわかるようにした。また，必要に応じてコラ

ムや副文（比較・補足・参考），脚注を設け，生徒の知識を深めたり，興味を広げたり

することができるようにした。 
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比較 他の事項との関連や同じ性格の事項について，事項間の類似点や相違点を整理

・理解するための解説として設けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補足 本文に掲載された事項について，その内容をさらに深く理解するための解説と

して設けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 本文よりやや高度な内容ではあるが，倫理を理解する上での参考になるため，

とりあげている事項を示す。 
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（2）授業の展開を容易にし，かつ目的意識を持って学習できるように，各項目には，その

項目の主要テーマについての「問いかけ」を設け，かつその「問いかけ」を「本文」の

直前に入れることで，意味あるものにしようと意図した。 

 
 
 
 
 
 
 

（3）現代に生きる自己と現代の倫理的諸課題，そしてその考察の手掛かりとなる先哲の基

本的な考え方を個別的に説明するだけでなく，各所に参照ページを付して相互に有機的

に学習できるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（4）第 2 編～第 4 編の編末には，その編で扱った主な思想家の著作やことば／思想を一覧

できるよう，見開きで「まとめ」を掲載した。 
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（5）多色刷りを効果的に利用し，工夫された図表，イラストや写真などを盛り込むことに

より，複雑な内容を容易に理解・把握できるようにした。また人物の紹介や原典資料を

豊富に掲載し，生徒が興味を持って学習できるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当

時数

第1編 現代に生きる 
自己の課題 （1） 現代に生きる自己の課題 5～20 

ページ 6 

第2編 人間としての自覚 （2） 人間としての在り方生き方
ア 人間としての自覚 

21～70 
ページ 17 

第3編 現代に生きる 
人間の倫理 

（3） 現代と倫理 
ア 現代に生きる人間の倫理

71～134 
ページ 21 

 
第4編 国際社会に生きる 

日本人としての自覚 

（2） 人間としての在り方生き方
イ 国際社会に生きる 

日本人としての自覚 

135～188 
ページ 18 

第5編 現代の諸課題と倫理 （3） 現代と倫理 
イ 現代の諸課題と倫理 

189～220 
ページ 8 

 
計 70 

  
 


